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狛　江　市

　計画の推進にあたり、緑に関する活動を行う市民団体が相互に連携し、連絡を取り

合える体制を構築することで、個人のみならず、学校や事業者などを巻き込み、若い

世代から市内の緑保全活動を主導する主体を育成していきます。また、緑に関する活

動を行う市民団体の連絡組織や人材育成機関と連携して、本計画の推進状況及び市内

の緑化推進状況の進捗管理を行うことで、本計画の施策を推進します。活動の推進に

あたっては、近隣自治体や多摩川源流域などと連携し、より広い範囲での緑保全活動

を目指していきます。

　緑の基本計画は、市町村が中長期的な視点から、都市における緑地の適正な保
全及び緑化の推進を総合的かつ計画的に実施するために定めるもので、狛江市の
緑豊かなまちづくりを進めていくための指針となります。 

＜対象とする緑＞ 
●樹林地、草地、水辺地、岩石地、屋敷林、庭園、街道の並木など 
●保存樹木など、都市における緑地の保全に資する施策によるもの 
●生産緑地や市民農園などの、良好な都市環境の形成を図る施策にかかる農地を例外的に
含む。
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緑に関する活動を行う人材育成機関

計画期間 平成 25年度から31年度まで 
目標年次 平成 44年度 

①樹林地などの人為的な管理の必要性 
②山梨県小菅村をはじめとした多摩川源流
域との流域連携による緑保全 

③生物多様性保全の視点の確保 
④身近な防災機能の確保としての緑保全 
⑤市民自らが参加して身近な緑を守る取組み 

①狛江市の貴重な緑をどう活かすか 
②日常的な緑と触れ合う空間をどうつくるか 

③緑の保全につながる「農」をどう育てるか 
④狛江らしい緑と水の空間をどう引き継ぐか 

　狛江市の緑地は、全体的に減少傾向にあるものの、地区の特性に合わせた緑が、
市域全体に分布しています。そのため、現在ある緑の維持保全に努めながら、それ
ぞれの緑の機能をさらに活かすための、市域の緑をつなぐネットワークの創出・活
用が課題となります。 

 ＜本計画における今後の課題＞ 

計画の概要 推進体制

緑に関する活動を行う市民団体が相互に連携・連絡

緑地率の目標：市域の 30％以上   

公園緑地の目標：市民一人当たり15.67㎡以上

緑地率の目標

緑の将来目標

道路の緑化目標：道路緑化 20ha

公園の緑化目標：敷地に対する緑被率 60％以上（全公園の平均）

小中学校の緑化目標：敷地に対する緑被率 25％以上

市庁舎などの緑化目標：敷地に対する緑被率 25％以上

公有地の緑化目標

保存樹林の目標：保存指定の拡大（５ha）

保存樹木の目標：保存指定の拡大（1,000 本）

保存生垣の目標：保存指定の拡大（5,000ｍ）

生垣造成及び新たな緑化施策による緑地造成目標：延長総計 5,000ｍ

民有地の緑化目標

緑被率の目標：市域の 29％以上 

緑被率の目標

みんなで
活かして・つくり・育てて・継なぐ

こまえの緑

つつ緑の基本計画とは 

計画の期間と目標年次

改定の背景 ―改定にあたって重視したポイント―

緑の現況と課題
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緑の将来像図 施策の体系

東野川三丁目樹林地

中和泉樹林地

西野川樹林地

前原公園

狛江弁財天池特別緑地保全地区

多摩川五本松

市民協働による緑化推進地区 
狛江市では、樹林地や市民協働による管理・運営を行う
公園、狛江弁財天池特別緑地保全地区、狛江水辺の楽校、
多摩川、野川など、まとまりのある緑地で、市民を中心
とした積極的な緑化推進活動が行われています。これら
の緑地を中心に、緑化の推進に関して特に市民意識が高
い区域を「市民協働による緑化推進地区」に設定します。 

緑化重点地区 
狛江市全域を緑化重点地区と位置付けます。

●緑の拠点：特別緑地保全地区などのまとまりのある
緑を位置付けます。

●水の拠点：貴重な親水空間などを位置付けます。
●農の拠点：生産緑地が比較的まとまっている地域を

位置付けます。
＊狛江市全域を緑化重点地区とします。また、背景は生産緑地の分布を示しています。

※　　色付けをしている施策は、
生物多様性保全に向けて特に
取り組むべき施策であること
を示しています。

緑でつながるまちをつくろう

「農」を活かした緑のまちを育てよう

狛江らしい緑を次世代に継なごう

多様な主体で育む緑の活用

人のネットワークを育む緑の活用

身近な場所での緑の創出

緑のネットワークづくり

多面的活用による農地の保全

農業の新たな展開による農地の保全

地域の景観をつくる緑の継承

狛江らしい緑と水の継承

緑を育む主体の形成

緑を育む人材育成の仕組みづくり

緑を通したコミュニティの場の創出

緑で育む良好な市内景観

公共施設における緑の創出

民間施設における緑の創出

緑のネットワークの形成

緑地としての農地を保全するための
仕組みづくり

市民交流による緑地としての農地の保全

地域で支える農業の展開による
緑地としての農地の保全

多摩川流域で支える農業の展開による
緑地としての農地の保全

樹林地の保全と活用

保存樹木などの保全と指定促進

特別緑地保全地区の保全・指定の推進

多摩川・野川の環境保全

塚や水環境の保全

（活）

（創）

（育）

（継）

『みんなで　活かして・つくり・育てて・継なぐ　こまえの緑』
つ

○生物多様性保全に向けた普及啓発セミナーなどの開催
○生物多様性保全に向けた生きもの観察会・生きもの調
査の実施

○生物多様性保全活動団体のネットワークの構築
○近隣の自治体と連携した生物多様性保全の体制づくり
○生物多様性保全についての国や東京都との連携

生物多様性
保全に向けた

施策

まちの緑を活かそう

つ

つ

み
ん
な
で
　
活
か
し
て
・
つ
く
り
・
育
て
て
・
継
な
ぐ
　
こ
ま
え
の
緑狛江水辺の楽校
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